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１【提出理由】 

  2019 年 6 月 18 日開催の当社第 82 期定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引

法第 24 条の 5第 4項および企業内容等の開示に関する内閣府令第 19 条第 2項第 9号の 2に基づき、本臨時

報告書を提出するものであります。 

 

２【報告内容】 

(1)当該株主総会が開催された年月日 

   2019 年 6 月 18 日 

(2)当該決議事項の内容 

第 1号議案 剰余金の配当の件 

         期末配当に関する事項 

         当社普通株式 1株につき金 42 円 

   第 2 号議案 取締役 8名選任の件 

         取締役として、立石文雄、山田義仁、宮田喜一郎、日戸興史、安藤聡、小林栄三、西川久仁子、

および上釜健宏の各氏を選任する。  

  第 3 号議案 監査役 2名選任の件 

    監査役として、近藤喜一郎氏および吉川浄氏を選任する。 

  第 4 号議案 補欠監査役 1名選任の件 

    社外監査役の補欠として、渡辺徹氏を選任する。 

(3)当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決される 

ための要件ならびに当該決議の結果 

 

（注）1. 各議案の可決要件は次のとおりです。 

       第 1 号議案は、出席した株主の議決権の過半数の賛成です。 

決議事項 賛成（個）

(a)

反対（個） 棄権（個）

出席株主のうち

賛否を確認でき

なかった株主の

議決権（個）

総議決権

行使数(個)

(b)

賛成率

(a÷b)

決議結果
（参考）

反対率

第１号議案 1,699,830 636 48 36,858 1,737,372 97.8% 可決 0.0%

第２号議案

  立石文雄 1,691,616 7,197 1,700 36,858 1,737,371 97.4% 可決 0.4%

  山田義仁 1,691,450 7,362 1,700 36,858 1,737,370 97.4% 可決 0.4%

  宮田喜一郎 1,687,205 11,609 1,700 36,858 1,737,372 97.1% 可決 0.7%

  日戸興史 1,677,077 21,736 1,700 36,858 1,737,371 96.5% 可決 1.3%

  安藤   聡 1,687,191 11,623 1,700 36,858 1,737,372 97.1% 可決 0.7%

  小林栄三 1,697,380 3,098 36 36,858 1,737,372 97.7% 可決 0.2%

  西川久仁子 1,699,103 1,375 36 36,858 1,737,372 97.8% 可決 0.1%

  上釜健宏 1,698,468 2,010 36 36,858 1,737,372 97.8% 可決 0.1%

第３号議案

　近藤喜一郎 1,666,681 33,803 30 36,858 1,737,372 95.9% 可決 1.9%

　吉川　　浄 1,624,931 75,549 30 36,858 1,737,368 93.5% 可決 4.3%

第４号議案 1,699,678 797 40 36,858 1,737,373 97.8% 可決 0.0%
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第 2号議案、第 3号議案および第 4号議案は、議決権を行使できる株主の議決権の 3分の 1以上

を有する株主の出席および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成です。 

   2. 賛成率の計算方法は次のとおりです。 

       本株主総会に出席した株主の議決権の数（本株主総会前日までの事前行使分および当日出席のす

べての株主分（途中退場した株主の議決権の数を含む））に対する、事前行使分および当日出席

の株主のうち、各議案の賛否に関して賛成が確認できた議決権の数の割合です。 

   3. （参考）反対率の計算方法は次のとおりです。 

       本株主総会に出席した株主の議決権の数（本株主総会前日までの事前行使分および当日出席のす

べての株主分（途中退場した株主の議決権の数を含む））に対する、事前行使分および当日出席

の株主のうち、各議案の賛否に関して反対が確認できた議決権の数の割合です。 

(4)議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

    本株主総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議

決権の集計により可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本株主総会当日出席の株主のう

ち、賛成、反対および棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。 

     なお、賛成率および（参考）反対率については、当日出席株主のうち賛否を確認できなかった株主の議決

権個数も分母に加算して計算しています。 

以上 


